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１　は じ め に

　感染症発生監視事業において，当所では新潟県結核・感
染症サーベイランス事業実施要綱に基づき，病原体の検索
を実施している．この結果は県福祉保健部健康対策課を通
して各地域振興局健康福祉（環境）部，各健康福祉（環境）
事務所及び医療機関等へ，感染症情報週報及び月報として
還元されている．
　2004年は 18検査定点，692名（ウイルス関係 565名，
細菌関係 127名）から採取された 711検体（ウイルス関係
584検体，細菌関係 127検体）について病原体検索を行っ
たので，その結果について報告する．

２　検査材料と臨床診断名

　２．１　検査材料
　検査材料は咽頭ぬぐい液，髄液，糞便及び尿である．
　２．２　臨床診断名
　臨床診断名はインフルエンザ，感染性胃腸炎，上気道炎，
下気道炎，無菌性髄膜炎，咽頭結膜熱，ヘルパンギーナ，
手足口病，A群溶血性レンサ球菌咽頭炎及びその他に分
類した．なお，感染性胃腸炎には嘔吐症と下痢症を加えた．
上気道炎には咽頭炎，扁桃炎及び咽頭扁桃炎を加えた．下
気道炎には気管支炎，肺炎及びクループ症候群を加えた．
無菌性髄膜炎には流行性耳下腺炎後の無菌性髄膜炎を加え
た．また，その他は麻疹，風疹，流行性耳下腺炎，脳炎・
脳症，出血性膀胱炎，リンパ節炎，突発性発疹，発疹症，
口内炎，痙攣，不明熱及び発熱等である．

３　検　査　方　法

　組織培養法によるウイルス分離は，「ウイルス実験学総
論・各論」に基づいて行った 1－2）．

　インフルエンザ，上気道炎及び下気道炎患者検体につい
ては，MDCK細胞によりインフルエンザウイルスを分離
するとともに，CaCo-2細胞，RD-18S細胞，Vero細胞，
HEp-2細胞，LLC-MK2細胞を用いてインフルエンザウイ
ルス以外のウイルス分離を行った．上記以外の患者検体に
ついては，MDCK細胞以外の５種類の細胞を用いてウイ
ルス分離を行った．分離されたウイルスはエンテロウイル
ス中和用抗血清（デンカ生研），エンテロウイルスリファ
レンスセンターから分与を受けた EP95血清，アデノウイ
ルス中和用抗血清（デンカ生研），ヘルペスウイルス（１・
２）FA試薬（デンカ生研）及び国立感染症研究所インフ
ルエンザセンターから配布された同定用インフルエンザウ
イルス HI抗血清等を用いて同定した．
　感染性胃腸炎患者の糞便についてはウイルス分離に加え
て，ラテックス凝集法（ロタ -アデノドライ，ORION 
DIAGNOSTICA）によりA群ロタウイルスと腸管アデノ
ウイルスの検出を行った．また，下気道炎患者の咽頭ぬぐ
い液については RSウイルス抗原検出キット（Directigen 
EZ RSV， Becton， Dickinson and Company）を用い，RS
ウイルスの検出を行った．更に適宜 PCR法や RT-PCR法
によるウイルス遺伝子の検出，ダイレクトシーケンス，相
同性解析及び系統樹解析等によりウイルスの同定を行った
３）．
　A群溶血性レンサ球菌の分離・同定は，SEB培地で増
菌後，羊血液寒天で培養しβ溶血を示したコロニーを釣菌
し，各種性状検査及び群別試験を行って決定した．T型別
は市販の免疫血清（デンカ生研）を使用しスライド凝集法
で行った．

４　結果及び考察

　2004年に検査対象となった 711検体（ウイルス関係 584

2004年感染症発生監視事業における病原体検出状況

広川　智香，渡邉香奈子，田村　　務
寺澤　宏司，渡部　　香，西川　　眞，不二崎順二

Annual Report on Findings of Infectious Agents in
Niigata Prefecture, 2004

Chika Hirokawa， Kanako Watanabe， Tsutomu Tamura， Hiroshi Terasawa，
Kaori Watanabe， Makoto Nishikawa and Junji Fujisaki

 Keywords：感染症サーベイランス；病原体検出；2004；新潟県



新潟県保健環境科学研究所年報　第 20巻　2005106

表１　臨床診断名別病原体検出状況
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患 者 数 277 96 51 53 32 17 5 5 127 29 692 
咽 頭 ぬ ぐ い 液 275 3 49 52 1 17 5 3 127 10 542 
髄 液 2 1 1 1 29 2 13 49 
糞 便 94 1 11 2 8 116 
そ の 他 4 4 
検 体 合 計 数 277 98 51 53 41 17 5 7 127 35 711 
Influenza A virus (H3) 189 1 190 
Influenza B virus 2 2 
Parainfluenzavirus 1 1 1 
Parainfluenzavirus 2 1 1 
Parainfluenzavirus 3 1 2 3 
Adenovirus 1 1 4 1 1 7 
Adenovirus 2 3 5 4 4 1 17 
Adenovirus 3 5 9 1 1 16 
Adenovirus 5 1 1 
Adenovirus not typed 3 3 
RS virus 1 1 
Rhinovirus 6 1 1 
Rhinovirus not typed 2 2 
Mumps 2 2 
Coxsackievirus A2 2 2 
Coxsackievirus A4 2 1 1 3 7 
Coxsackievirus A9 3 4 7 
Coxsackievirus A14 1 1 
Coxsackievirus A16 1 1 
Coxsackievirus B1 1 1 
Coxsackievirus B2 2 2 
Coxsackievirus B3 1 1 1 3 
Coxsackievirus B5 1 1 
Echovirus 6 1 1 
Enterovirus 71 1 1 
Herpes simplex virus 1 5 5 
Rubella 1 1 
Poliovirus 1 1 1 
Poliovirus 2 2 2 
Poliovirus 1+2 1 1 
Parechovirus 1 4 1 5 
Parechovirus not typed 2 2 
Rotavirus group A 5 5 
Norovirus GⅠ 2 2 
Norovirus GⅡ 17 17 
Norovirus not typed 14 14 
ウイルス検出株合計数 206 53 18 14 10 15 5 3 - 5 329 
A群溶レン菌 T-1 10 10
A群溶レン菌 T-3 1 1
A群溶レン菌 T-4 14 14
A群溶レン菌 T-6 1 1
A群溶レン菌 T-12 59 59
A群溶レン菌 T-25 5 5
A群溶レン菌 T-28 5 5
A群溶レン菌 B3264 2 2
A群溶レン菌 UT 20 20
細菌検出株合計数 - - - - - - - - 117 - 117 
病原体総検出株数 206 53 18 14 11 15 5 2 117 5 446 
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表２　検体採取月別病原体検出状況

検体採取年月
2003年 2004年

合計
12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

患 者 数 9 216 104 83 36 39 41 30 23 15 10 46 40 692 
咽 頭 ぬ ぐ い 液 5 206 94 58 26 29 29 21 7 7 6 31 23 542 
髄 液 1 1 3 5 5 4 5 6 11 3 3 2 49 
糞 便 4 9 7 20 5 6 9 6 10 6 4 15 15 116 
そ の 他 3 1 4 
検 体 合 計 数 10 216 104 83 36 42 44 33 28 16 10 49 40 711 
Influenza A virus (H3) 127 49 11 2 1 190 
Influenza B virus 1 1 2 
Parainfluenzavirus 1 1 1 
Parainfluenzavirus 2 1 1 
Parainfluenzavirus 3 1 2 3 
Adenovirus 1 2 1 2 1 1 7 
Adenovirus 2 3 2 1 3 2 2 1 1 2 17 
Adenovirus 3 1 1 1 1 1 1 2 4 1 1 2 16 
Adenovirus 5 1 1 
Adenovirus not typed 1 1 1 3 
RS virus 1 1 
Rhinovirus 6 1 1 
Rhinovirus not typed 1 1 2 
Mumps 1 1 2 
Coxsackievirus A2 1 1 2 
Coxsackievirus A4 2 1 3 1 7 
Coxsackievirus A9 3 2 2 7 
Coxsackievirus A14 1 1 
Coxsackievirus A16 1 1 
Coxsackievirus B1 1 1 
Coxsackievirus B2 2 2 
Coxsackievirus B3 1 2 3 
Coxsackievirus B5 1 1 
Echovirus 6 1 1 
Enterovirus 71 1 1 
Herpes simplex virus 1 4 1 5 
Rubella 1 1 
Poliovirus 1 1 1 
Poliovirus 2 1 1 2 
Poliovirus 1+2 1 1 
Parechovirus 1 3 1 1 5 
Parechovirus not typed 1 1 2 
Rotavirus group A 1 1 1 2 5 
Norovirus GⅠ 2 2 
Norovirus GⅡ 2 1 4 10 17 
Norovirus not typed 1 5 1 3 1 2 1 14 
ウイルス検出株合計数 2 148 62 22 6 9 9 11 13 6 4 13 24 329 
A群溶レン菌 T-1 2 2 3 1 1 1 10 
A群溶レン菌 T-3 1 1 
A群溶レン菌 T-4 1 4 1 2 1 1 3 1 14 
A群溶レン菌 T-6 1 1 
A群溶レン菌 T-11 0 
A群溶レン菌 T-12 5 7 8 11 4 2 2 1 12 7 59 
A群溶レン菌 T-25 1 2 2 5 
A群溶レン菌 T-28 1 1 3 5 
A群溶レン菌 B3264 1 1 2 
A群溶レン菌 UT 2 1 5 1 2 5 3 1 20 
細 菌 検 出 株 合 計 数 8 11 19 14 12 12 9 1 2 1 19 9 117 
病 原 体 総 検 出 株 数 2 156 73 41 20 21 21 20 14 8 5 32 33 446 
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検体，細菌関係 127検体）について臨床診断名別病原体検
出状況を表１に，検体採取月別病原体検出状況を表２にそ
れぞれ示した． 
　４．1　ウイルス検出状況
　ウイルス関係の患者数は 565名で前年比 0.61（565/925）
と減少した．これは 2004年の春から夏にかけて顕著な感
染症の流行がみられなかったことや，同年は 12月までイ
ンフルエンザの大きな流行がなかったことを反映してい
る．特にインフルエンザでは患者数が前年比 0.55（277/505）
と減少し，無菌性髄膜炎でも前年比 0.42（33/79）と減少
した（図１）．検体数もこれに相応し，インフルエンザで
は前年比 0.55（277/505）と減少し，無菌性髄膜炎でも前
年比 0.34（43/126）と大幅に減少した．
　年次別のウイルス検出状況を図２に示す．2004年のウ
イルス検出率は 56.3％（329/584）で，検出数は前年比 0.55
（329/597）と減少した．特にインフルエンザウイルス検出
数は前年比 0.54（192/358）と減少し検出数全体の減少に
影響した．インフルエンザウイルス A香港型（以下 A香
港型），ノロウイルス，アデノウイルス２型（以下 Ad2），

Ad３の順に検出数が多かった．これら４種類のウイルス
は全検出ウイルスの 77.8％（256/329）で，インフルエン
ザウイルスは 58.4％（192/329）であった．
　４．１．１　インフルエンザ
　インフルエンザの患者数は 277名で，ウイルス関係の患
者数 565名の 49.0％であった．検体数に対するウイルス検
出率は 74.4％ （206/277）と高かった．しかし患者数と検
体数は前述のとおり前年比 0.55と減少し，ウイルス検出
数も前年比 0.56（206/366）と減少した．
　検出ウイルスは A香港型が 91.7％（189/206），インフ
ルエンザウイルス B型（以下 B型）が１％（２/206）であっ
た．2004年は A香港型が主流であり，分離比は 95：１で
あった．全国的には A香港型と B型の混合流行で，A香
港型が多く次いで B型であり，インフルエンザウイルス
Aソ連型の検出は５株のみであった４）．全国の A香港型
と B型の分離比は 16：１で，当県では全国と比べて B型
が少なかった．A香港型は１月から検出され始め，４月
まで検出された．B型は１月と 12月に検出された．A香
港型のピークは１月となり，流行は３月にほぼ終了したも
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のと考えられた．また，インフルエンザ患者からはインフ
ルエンザウイルス以外のウイルスが 7.3％（15/206）検出
された．これらのウイルスは単純ヘルペスウイルスやエン
テロウイルス，アデノウイルス等であった．近年，インフ
ルエンザウイルス迅速診断キットの普及により，インフル
エンザ検査定点でも簡便に検査を行えるようになったこと
に加え，際だった流行が認められなかったことが検査数全
体の減少につながったと考えられる．
　４．１．２　感染性胃腸炎
　感染性胃腸炎の患者数は 96名で，ウイルス関係の患者
数 565名の 17.0％で，インフルエンザに次いで多かった．
検体数に対するウイルス検出率は 54％（53/98）であった．
患者数は前年比 0.70（96/138），検出ウイルス数は前年比
0.88（53/60）とやや減少した．検出ウイルスはノロウイ
ルスが 62％（33/53）と最も多く検出され，次いで A群
ロタウイルスが９％（５/53），他にアデノウイルスやエン
テロウイルスが分離された．ノロウイルスは 2003年 12月
から４月まで検出され，11月から再び検出され始めた．
この検出傾向は前年と同様であった．A群ロタウイルス
は１月から５月にかけて検出され，ノロウイルスと同様の
検出傾向であった．ノロウイルスと A群ロタウイルスの
合計検出率は 72％（38/53）で前年の合計検出率と同じで
あり，同様の流行が反復されていることがうかがわれる．
　４．１．３　上気道炎
　上気道炎の患者数は 51名で，ウイルス関係の患者数
565名の 9.0％であった．検体数に対するウイルス検出率
は 35％（18/51）と低かった．患者数は前年比 0.58（51/88），
検出ウイルス数は前年比 0.51（18/35）と減少した．検出
ウイルスは，夏期に少流行のみられたアデノウイルスが
78％（14/18）と最も多く，このうち Ad２と Ad３がそ
れぞれ 28％（５/18）検出された．アデノウイルス以外で
はパラインフルエンザウイルス，コクサッキーウイルスが
２株ずつ検出された．
　４．１．４ 下気道炎
　下気道炎の患者数は 53名で，ウイルス関係の患者数
565名の 9.4％であった．検体数に対するウイルス検出率
は 26％（14/53）と低かったが，患者数では前年比 1.61
（53/33），ウイルス検出数は前年比 2.0（14/７）と増加した．
これは下気道炎疾患の顕著な流行がなく，種々のウイルス
による散発事例が多発していたためと考えられる．検出さ
れたウイルスは Ad2，パラインフルエンザウイルス，ラ
イノウイルス，Ad1，RSウイルス，コクサッキーウイル
ス B３型（以下 CB3），パレコウイルス１型であった．下
気道炎は RSウイルスやパラインフルエンザウイルス等比
較的分離が難しいウイルスが原因となることが多く，その
実態は不明な部分が多い．
　４．１．５　無菌性髄膜炎
　無菌性髄膜炎の患者数は 32名で，ウイルス関係の患者
数 565名の 5.7％であった．検体数に対するウイルス検出
率は 24％と低かった．患者数は前年比 0.41（32/79）と減

少し，ウイルス検出数は前年比 0.13 （10/79）と大幅に減
少した．検出ウイルスはコクサッキーウイルス A９型（以
下 CA9）が４株，ムンプスウイルスと CB2がそれぞれ２
株ずつ，CA4とエコーウイルス６型（以下 E6）がそれぞ
れ１株ずつの，合計 10株であった．
　全国的には E6と E30が最も多く，次いで CB5，CB1
の順で，当県とは異なるが，これは全体に顕著な流行がな
かったことを反映していると思われる５）．
　近年，当県では 1998年に E30による大流行がみられ，
それ以降は 1999年に E17，2002年に E13，2003年に E6
の流行がみられたものの，大流行はみられず，エンテロウ
イルスに対する感受性者が蓄積していると推察された．
　４．１．６　咽頭結膜熱
　咽頭結膜熱の患者数は 17名で，ウイルス関係の患者数
565名の 3.0％であった．検体数に対するウイルス検出率
は 88％（15/17）と高かった．検出ウイルスは Ad3が
60％（９/15）と最も多く，次いで Ad2が４株，Ad1およ
び A香港型が１株ずつ検出され，Ad3による流行と考え
られた．全国的にも Ad3が最も多く検出され，次いで
Ad2，Ad5の順であった６）．
　４．１．７　ヘルパンギーナ
　ヘルパンギーナの患者数は５名で，ウイルス関係の患者
数 565名の 0.9％であった．検体数に対するウイルス検出
率は 100％（５/５）と高かった．患者数は前年比 0.45（５
/11），検出ウイルス数は前年と同数であった．検出された
ウイルスは CA4が３株，CA2が 2株検出された．全国的
には CA4が最も多く検出され，次いで CA2の順で，当県
と同様の傾向であった７）．
　４．１．８　手足口病
　手足口病の患者数は５名で，ウイルス関係の患者数 565
名の 0.9％であった．検体数に対するウイルス検出率は
43％（３/７）であった．CA16とエンテロウイルス 71型
（以下 EV71）及び Ad3が１株ずつ検出された．全国的に
は CA16が最も多く，次いで EV71の順であった８）．
　４．２　細菌検出状況
　細菌関係の患者数と検体数はともに前年比 1.02
（127/125）と同程度であった．
　４．２．１　A群溶血性レンサ球菌咽頭炎
　検体数に対する A群溶血性レンサ球菌の検出率は 92％
（117/127）であった．T型別では，12型が 50％（59/117）
と半数を占め，昨年最も多かった４型は 12％（14/117）
と大幅に減少した．12型，４型ともに年間を通じて検出
された．また，型別不能が例年より多かった．

５　ま　と　め

　2004年の感染症発生監視事業で 18検査定点，692名の
患者（ウイルス関係 565名，細菌関係 127名）から採取さ
れた 711検体（ウイルス関係 584検体，細菌関係 127検体）
について病原体検索を行った．
　インフルエンザの患者数が 277名（49.0％）で最も多かっ
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た．検出されたウイルスは A香港型が 91.7％と大半を占
めた．
　感染性胃腸炎の患者数は 96名（17.0％）で２番目に多かっ
た．検出されたウイルスはノロウイルスが 62.3％，A群ロ
タウイルスが 9.4％であった．
　咽頭結膜熱の主な病原体は Ad3であった．
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